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平成15年に水沢市議会議員と
して当選後、４期15年にわたり
市議会議員を務められました。副
議長などを歴任し、安心のまちづ
くりなどに尽力されました。
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昭和50年の国勢調査を皮切り
に、工業統計調査など計69回の統
計調査に携わりました。「不快な
思いをさせないよう誠実な対応を
心掛けた」と当時を振り返ります。
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昭和47年に遠野郵便局に採用
され、平成９年からは水沢郵便局
の勤務に。「休日もお客様のこと
を考えることが多かった」とお客
様第一で職務に精励されました。
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昭和46年、胆沢地区消防組合に
消防士として就職。奥州金ケ崎行
政事務組合消防司令長を最後に退
職するまで、40年にわたり地域の
防災業務に尽力されました。
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技術者から転身して昭和61年
に特定郵便局長、平成２年から退
職するまで藤里郵便局長として活
躍されました。「人とのつながり
は財産」と語ります。
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昭和47年に衣川村消防団入り
し、副団長などを務められました。
団員の意思疎通を第一に消防活動
に尽力。「地元の皆さんに支えて
もらった」と感謝を伝えます。
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昭和33年から60年余りにわた
り、国勢調査や農林業センサスな
ど計49回の統計調査に従事。「地
域の皆さんの協力があってこそ」
と感謝の気持ちを語ります。
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昭和45年に県警入りし、38年
間にわたり地域の安全を守ってき
ました。衣川駐在所勤務時には、
行方不明者を発見するなど住民の
ために活躍されました。
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イベンイベントト

春も楽しめる胆沢ダム

胆沢ダム水源地域活性化協議会は、

例年夏と秋に行っている胆沢ダム

フェスを初めて春にも開催し、特産

品の販売やさまざまなイベントを繰

り広げました。５月４日、５日には、

ダム直下の馬
うま

留
どめ

池で奥州カヌー愛好
いけ

会によるカヌーの体験会が行われ、

参加者は思い思いに穏やかな水面を

漕ぎ進み水に親しんでいました。

イベンイベントト

音と食で届ける

奥州の魅力

地域おこし協力隊が所属するWalk
ウォーク

on
オン

Soilなどが、市の魅力発信イベン
ソイル

ト「音×風土『いまここに立つ』」を

開催しました。音楽家・守
もり

時タツミさ
とき

んによる正法寺でのコンサートの後、

及源鋳造で南部鉄器を使った料理の

交流会を開催。地元食材100㌫ のオ

リジナル料理を味わった参加者は、

市の魅力を改めて感じていました。

５月12日

第46回水沢ちびっこまつり（同実

行委員会主催）が水沢体育館前と市

まちなか交流館で開かれました。２

カ所での開催は初めての試みとなり

ます。集まった子どもたちは、水ロ

ケット飛ばしやもぐらたたきなどさ

まざまな遊びを体験。小学生が幼児

にシャボン玉の作り方を教えるなど、

ほほえましい交流も見られました。

５月５日

イベンイベントト

「こどもの日」に

手作りの遊びを楽しんで

菊地サキヨさん100歳

（衣川古戸）

衣川桧
ひ

山
やま

沢で生まれ、20歳で故・
さわ

今朝治さんと結婚。３男２女をもう

け、孫12人、ひ孫13人に恵まれて

います。和裁が得意で浴衣や着物を

作ったほか、料理も上手でお盆に作

るまんじゅうなどが家族に喜ばれて

いました。体も心も丈夫で「90歳に

なるまで病気一つしなかった」と

語っていました。

５月20日

世界を目指し力強く

５月24日～26日

百百 寿寿

鈴木贇さん100歳
ひとし

（前沢白山）

前沢白山で生まれ、25歳で故・カ

ツさんと結婚。１男２女をもうけ、

孫６人、ひ孫５人に恵まれています。

洋裁業を営んでいた贇さん。今でも

自分で糸を通して針仕事を行います。

自分でできることは自分でやるのが

元気でいる秘
ひ

訣。お祝いの席では素
けつ

晴らしい記憶力を披露し、周囲を驚

かせていました。

５月21日

百百 寿寿 イベンイベントト

このイベントは市民提案型協働支援事業
補助金を活用して開催されています

４月27日～５月６日

全日本ウエイトリフティング選

手権大会が江刺中央体育館で開催

されました。2020東京オリンピッ

クにつながる世界選手権への出場

を懸けたこの大会に、本市出身の３

人の選手も出場。選手たちが全力

でバーベルを頭上に持ち上げると、

会場には大きな歓声が沸き起こり

ました。




